
会 報
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（昭和51年4月13日第3種郵便物認可）  
令和7年11月10日発行一部定価50円（毎月10日発行：購読料は会費に含む）

TOPICS
今月の主な

❷❸❹ 常議員並びに監事を選任 ―臨時議員総会を開催
❻ 常議員会、市内業界団体会議を開催
❼ 都市政策委員会、商業・サービス業・観光業部会 合同視察研修
❾ 機電工業部会・加賀機電振興協会 合同視察
� 補助金ピックアップ特集「賃金引き上げに伴う支援のご紹介」
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第
57
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
、

　
　
　
　
　記
念
講
演
会
を
開
催
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氏　　名 事　業　所　名
清水屋　健太郎 ㈱ヤマニ
佐　藤　龍　吉 ㈱江沼チヱン製作所
眞　田　昌　則 大同工業㈱
越　山　文　雄 ㈱月星製作所
山　本　一　穂 村田機械㈱加賀工場
新　木　洋　満 ㈱新木プラスチック工業所
岩　間　孝　博 NISSHAプレシジョン・アンド・テクノロジーズ㈱
浅　野　剛　志 ㈱ソディック加賀事業所
齊　官　慶　一 ㈱たつみや
小　西　春　夫 タカノクリエイト㈱
山　本　　　孝 山本長左陶房
山　岡　秀　和 ㈱正和
鹿　野　和　宏 カノー㈱
山　本　　　篤 ㈱妙泉陶房
丸　谷　誠　慶 ㈱丸八製茶場
小　新　知　治 ㈱マルヰ
下　荒　隆　晴 ㈱シモアラ

氏　　名 事　業　所　名
田　畑　秀　樹 ㈲田畑建設
向　出　剛　一 ㈱向出組
竹　内　和　良 竹内電気工事㈱
清　田　信　昭 北浜建設㈱
檜　山　国　行 ㈱秀光ビルド
樋　口　健　三 ㈱第一設備商会
今　井　　　剛 ㈱ミヤジマ建設
下　口　智　徳 富士工業㈱
岸　　　省　悟 ㈱岸グリーンサービス
太　田　長　夫 ㈱ホテル・アローレ
北　川　和　哉 ㈱だいいち
新　滝　英　樹 ㈱ホテルゆのくに/ゆのくに天祥
和　田　守　弘 ㈲たちばな四季亭
村　上　智　之 金沢信用金庫大聖寺支店
西　出　　　光 ㈱CCIグループ ㈱北國銀行南加賀営業部
竹　村　健太郎 ㈱北陸銀行大聖寺支店

副会頭
小中出 佳津良 氏
（小中出建設㈱）

専務理事
嶽野　一義 氏

　

副会頭
宮本　峰幸 氏
（宮本産業㈱）

副会頭
吉田　　貴 氏
（㈱フジセイカ）

　

当
所
は
10
月
28
日
㈫
に
、臨
時
議
員
総
会
を
ホ
テ
ル
・
ア
ロ
ー

レ
に
て
開
催
し
た
。
役
員
・
議
員
・
評
議
員
（
委
任
状
含
む
）、

監
事
の
出
席
の
も
と
、
次
期
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
た
。

　

開
会
冒
頭
、
東
野
会
頭
は
「
先
頃
、
女
性
初
の
高
市
総
理
が

誕
生
し
、
A
S
E
A
N
関
連
首
脳
会
議
へ
の
出
席
や
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
の
会
談
に
も
臨
ん
で
お
り
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
当
地
で
は
、
新
市
長
体
制
が

ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
い
う
こ
と
も
重
な
り
、
商
工
会
議
所
と
し

て
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

議
事
で
は
、
第
1
号
議
案
「
次
期
常
議
員
並
び
に
監
事
の
選

任
」
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
候
補
者
を
正
式
に
選
任
。
選

任
さ
れ
た
常
議
員
33
名
の
う
ち
、
鹿
野 

和
宏
氏
（
カ
ノ
ー
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）
が
新
任
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
相
談
役
や
顧
問
、
参
与
、
評
議
員
に
つ
い
て
も
委
嘱

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
い
ず
れ
も
任
期
は
令
和
７
年
11
月

１
日
か
ら
令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で
）。
さ
ら
に
、
事
務
局
よ

り
こ
の
た
び
の
議
員
改
選
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
当

日
出
席
さ
れ
た
新
任
の
議
員
・
評
議
員
の
皆
様
よ
り
自
己
紹
介

を
い
た
だ
い
た
。

会　頭
東野　哲郎 氏
（東野産業㈱）

常　議　員

会
　
頭
・
副
会
頭

専
務
理
事

（３３名）� （部会別・敬称略）

 臨時議員総会を開催
 役員人事につ いて
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氏　　名 事　業　所　名
伊　藤　道　裕 加賀工業㈱
田　中　章　雄 ㈲タナカ精工
髙　田　泰　裕 ㈱髙田鉄工
前　川　哲　也 ㈱エム グリット
深　田　　　健 深田熱処理工業㈱
丸　山　　　肇 ㈱オリテック
安　川　典　男 パナソニック コネクト㈱
大　和　広　拓 ㈱大和商会
舘　　　正　浩 福井鋲螺㈱加賀工場
田　中　和　義 ㈲田中鉄工所
佐　野　晃　一 ㈱エリオ
吉　田　匡　利 吉田製作㈱
中　村　元　風 今九谷窯
三　谷　洋　史 ㈲ミタニ
芳　山　和　彦 ㈱光パックス石川
竹　中　俊　介 ㈱竹中
山　本　和　彦 山本醤油㈱
高　野　宣　也 ㈱高野商店
西　山　　　勉 加賀自動車販売㈱
久保出　伴　治 ㈱友星自動車
矢田郷　裕　昭 ㈲矢田郷商店
井野上　貴　司 井野上印刷
前　山　　　智 ㈲前山事務機
小　谷　泰　之 ㈱橘香堂
渡　辺　宗　敬 ㈲大宗
萬　谷　哲　男 ㈱加賀設備商会
和　田　藤一郎 和田木材商店
田　中　茂　樹 ダイド建設㈱
按　察　正　弘 ㈱加賀土石建設
道　上　　　勉 ㈱三和建設
治　下　　　豊 ㈲治下組
林　　　晋　吾 ㈱長沢組
山　本　善　光 ㈱山組
西　村　富美義 ㈲西村設備工業

氏　　名 事　業　所　名
向　出　幸　由 ㈲向出鉄工
尾　山　昌　孝 ㈱尾山製作所
福　嶋　幹　生 ㈲福島アルミ工業所
吉　田　瑛　亮 加賀発条㈱
河　道　貴　宏 ㈱河道製作所
臺　　　正　靖 ㈱台和北陸事業所

氏　　名 事　業　所　名
荻　野　広　明 荻野電気工事㈱
東　野　利　裕 ㈱北陸エレテック
嶋　中　　　一 ㈱嶋中左官工業所
井野上　盛　光 ㈲井野上正樹園
北　市　一　博 ㈲グリーンサービス加賀
小　畑　正　昭 ㈱小畑設計事務所
東　出　友　明 丸運トラック㈱
中　川　敬　雄 ㈱カガコン
上　出　貴　文 ㈲かみで緑営
髙　野　　　亮 ㈲新生工業
五十嵐　　　巌 ㈱加南土木
山　口　尚　彦 山口電設㈱
竹　内　裕　貴 竹内製菓㈱
村　口　誠　志 ㈱北陸ゆつぼ本舗
永　井　隆　幸 ㈾あらや（あらや滔々庵）
栄　枝　　　潔 ㈱富士屋
萬　谷　浩　幸 よろづや観光/瑠璃光・葉渡莉㈱
吉　田　有　志 ㈱吉田屋/吉田屋山王閣
西　山　幸　男 ㈱中部日本トラベル
下　荒　隆　久 ㈱加賀/加賀カントリークラブ
水　口　清　仁 ㈲ばん亭
山　岸　和　伸 ㈲山ぎし
駒　谷　正　彦 駒谷工業㈱
菅　本　清　二 ㈱スガモトテント
出　山　尚　一 日本海観光バス㈱
北　村　　　栄 資源エコロジーリサイクル事業㈿
衛　藤　哲　也 ㈱山下不動産
水　野　文　智 ㈱福井銀行大聖寺支店
田　中　宏　和 ㈱プロデザイン
新　村　　　努 北陸電力㈱小松支店
蔵　谷　一　樹 ㈲加賀損保
木　村　峯　久 ㈱あーすエステート
高　田　樹　生 ㈱高田

氏　　名 事　業　所　名
木戸浦　信　隆 ㈱木戸浦洋装店
橋　村　昭　廣 ㈱はしむら
平　石　春　樹 ㈱まる平/和風来屋ひらいし
山　本　　　明 加賀食品工業㈱
瓜　谷　昇　丈 寿屋商事㈱
山　畑　秀　徳 ㈱やまはた

氏　　名 事　業　所　名
守　岡　伸　浩 北陸リネンサプライ㈱
永　山　信　也 ㈲冠婚葬祭ながやま
釣　井　公　人 ゆげや本舗㈱

【 監　事 】
氏　　名 事　業　所　名

若　林　雄　彦 北陸観光開発㈱

【 相談役 】

評　議　員（４５名）� （部会別・敬称略）

議　　　員

監　事・相談役

（６７名）� （部会別・敬称略）

（敬称略）
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評議員
竹野　　茂 氏

（㈱タケノ）

議　員
水口 清仁 氏
（㈲ばん亭）

常議員
鹿野　和宏 氏

（カノー㈱）

評議員
竹内　政一 氏

（㈲たけうち印刷㈱）

議　員
木村　峯久 氏

（㈱あーすエステート）

議　員
髙田　泰裕 氏

（㈱髙田鉄工㈱）

評議員
中谷　　崇 氏
（㈲ナカテック）

議　員
高田　樹生 氏

（㈱高田）

議　員
前川　哲也 氏
（㈱エム グリット）

評議員
竹内　裕二 氏
（㈱昭宝製菓）

評議員
吉田　瑛亮 氏
（加賀発条㈱）

議　員
吉田　匡利 氏
（吉田製作㈱）

評議員
金沢　伸悟 氏

（ビッグ総合開発㈱）

評議員
河道　貴宏 氏

（㈱河道製作所）

議　員
上出　貴文 氏
（㈲かみで緑営）

評議員
木戸　正典 氏

（宮永鉄工建設㈱）

議　員
駒谷　正彦 氏
（駒谷工業㈱）

氏　　名 事　業　所　名
竹　内　政　一 ㈲たけうち印刷
中　谷　　　崇 ㈲ナカテック
小　川　公　伸 小川建設㈱
山　海　直　行 山海建設㈱
川　原　真　人 日新シャッター工業㈱
木　戸　正　典 宮永鉄工建設㈱
中　川　孝　則 ㈲中川設備商会
徳　田　秀　司 ㈲徳田管工
荒　河　隆　宏 ㈱荒河電気商会
丸　山　芳　範 ㈲丸山造園
田　畑　智　日 ㈱御木万葉造苑
風　間　優　好 聖城運輸㈱
清　水　幸　一 ㈲清水重機
樋　口　泰　啓 ㈱第一設備商会
久保田　　　誠 ㈲久保田管工
喜　多　英　幸 ㈱パルテノン建築計画研究所
徳　田　　　満 ㈲徳田建設

氏　　名 事　業　所　名
萬　谷　哲　男 日樽建設工業㈱
坂　井　弘　信 北陸建材工業㈱
西　山　大　介 西山建設㈱
竹　野　　　茂 ㈱タケノ
中　道　一　成 ㈱べにや旅館/べにや無何有
福　島　公　一 ㈱山甚/料亭新保
金　子　達　郎 ㈲カネコストアー
森　本　康　敬 ㈱ホテル森本/湖畔の宿森本
唐　谷　好　二 ㈱旅くらぶ四季彩
竹　内　裕　二 ㈱昭宝製菓
金　沢　伸　悟 ビッグ総合開発㈱/みやびの宿 加賀百万石
八日市　泰　隆 ㈱大同ゼネラルサービス
定　者　　　豊 丸豊産業㈱
鈴　木　　　一 （医）萌和会
寺　尾　一　彦 ㈱梅林閣
谷　口　健　一 ㈱ハヤシ

新任の常議員・議員・評議員の紹介 部　会　別
氏名順不同



5 ● 加賀商工会議所会報 №643〔2025.11〕

っ
た
。
こ
の
表
彰
は
、
10
年
以
上
の

勤
務
者
の
う
ち
、
業
務
に
精
励
し
他

の
規
範
と
な
る
従
業
員
と
し
て
会
員

事
業
所
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
方
を

表
彰
す
る
制
度
で
あ
る
。
勤
続
年
数

33
年
の
濱
野 

眞
穂
氏
（
大
同
工
業

㈱
）
を
は
じ
め
、
54
名
が
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
、
加
賀
市
長
、
当
所
会

頭
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

坂
野
石
川
県
商
工
労
働
部
参
事
、
宮

元
市
長
、
室
谷
県
議
会
議
員
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

浜
田 

浩
之
氏
（
大
同
工
業
㈱
）
が
、

「
先
輩
上
司
・
同
僚
か
ら
の
ご
指
導

へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
よ

り
一
層
職
務
に
精
励
し
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
柯

か
り
ゅ
う隆
氏
（
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
）
よ
り
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
戦

争
の
行
方
と
中
国
経
済
展
望　

日
本

の
針
路
と
外
国
人
受
け
入
れ
政
策
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

優
良
従
業
員
表
彰
被
表

彰
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

◎
日
本
商
工
会
議
所
・

　

加
賀
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

　
（
永
年
勤
続
30
年
以
上
）・
・
９
名

▽
濱
野
眞
穂
（
大
同
工
業
㈱
）
▽
浜

田
浩
之
（
大
同
工
業
㈱
）
▽
水
谷
雅

博
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト
㈱
溶

接
プ
ロ
セ
ス
事
業
部
加
賀
事
業
所
）

▽
岩
城
千
賀
（
㈱
清
華
堂
）
▽
木
村

孝
（
㈱
タ
ケ
ノ
加
賀
店
）
▽
三
村
智

美
（
宮
本
産
業
㈱
）
▽
日
向
孝
（
竹

内
電
気
工
事
㈱
）
▽
山
岸
直
（
稲
手

鉄
工
㈱
）
▽
南
口
英
司
（
㈲
た
け
う

ち
印
刷
）

◎
加
賀
市
長
表
彰

　
（
永
年
勤
続
20
年
以
上
）・
・
26
名

▽
本
谷
洋
行
（
㈱
月
星
製
作
所
）
▽

河
原
洋
（
㈱
月
星
製
作
所
）
▽
山
本

信
之
（
㈱
月
星
製
作
所
）
▽
南
野
春

美
（
㈲
福
島
ア
ル
ミ
工
業
所
）
▽
細

坪
義
敬
（
㈱
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
▽
柵
木

隆
佳
（
㈱
シ
モ
ア
ラ
）
▽
田
村
充
弘

（
㈲
た
け
う
ち
印
刷
）
▽
浜
野
浩
二

（
東
野
産
業
㈱
）
▽
中
西
良
太
（
東

野
産
業
㈱
）
▽
広
野
龍
平
（
大
同
工

業
㈱
）
▽
向
川
貴
司
（
大
同
工
業
㈱
）

▽
前
川
英
樹
（
㈱
シ
モ
ア
ラ
）
▽
黒

田
雅
隆
（
㈱
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
▽
明
山

兼
三
（
㈱
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
▽
土
橋
学

（
㈱
マ
ル
ヰ
）
▽
塩
㟢
弘
和
（
㈱
ソ

デ
ィ
ッ
ク
）
▽
中
村
徳
幸
（
ダ
イ
ド

建
設
㈱
）
▽
宮
越
好
文
（
㈲
た
け
う

ち
印
刷
）
▽
中
谷
純
子
（
㈱
第
一
設

備
商
会
）
▽
木
下
恵
子
（
稲
手
鉄
工

㈱
）
▽
笹
木
恵
津
子
（
稲
手
鉄
工
㈱
）

▽
大
西
悠
貴
（
㈱
タ
ケ
ノ
加
賀
店
）

▽
西
山
義
明
（
㈱
三
鉄
工
）
▽
新
谷

祥
子
（
㈱
大
同
テ
ク
ノ
）
▽
東
邦
弘

（
㈲
福
島
ア
ル
ミ
工
業
所
）
▽
橋
本

住
江
（
㈱
九
谷
満
月
）

◎
加
賀
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

　
（
永
年
勤
続
10
年
以
上
）・
・
19
名

▽
濱
口
裕
樹
（
㈱
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
▽

中
橋
勇
太
（
㈱
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
▽
小

林
進
一
（
㈱
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）
▽
林
勝

治
（
㈱
大
同
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
）

▽
入
江
修
二
（
大
同
工
業
㈱
）
▽
早

野
修
平
（
大
同
工
業
㈱
）
▽
小
山
信

義
（
㈱
大
同
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
）

▽
山
村
ひ
と
み
（
㈱
シ
モ
ア
ラ
）
▽

小
林
秀
徳
（
㈱
岸
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス
）
▽
北
出
祥
久
（
㈱
岸
グ
リ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
）
▽
冨
田
昇
吾
（
㈱
ソ
デ

ィ
ッ
ク
）
▽
山
上
智
也
（
加
賀
発
条

㈱
）
▽
別
所
由
里
加
（
㈱
だ
い
い
ち

コ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ナ
リ
）
▽
寺
本
聖

太
郎
（
㈱
ホ
テ
ル
・
ア
ロ
ー
レ
）
▽

中
田
千
絵
（
㈱
ホ
テ
ル
・
ア
ロ
ー
レ
）

▽
水
野
大
誠
（
㈱
リ
ラ
イ
ズ
）
▽
今

村
直
基
（
㈱
大
同
テ
ク
ノ
）
▽
池
端

麻
由
美
（
㈱
九
谷
満
月
）
▽
大
橋
恒

夫
（
㈲
福
島
ア
ル
ミ
工
業
所
）

　

加
賀
商
工
会
議
所
は
10
月
28
日
㈫
、

第
57
回
会
員
大
会
を
ホ
テ
ル
・
ア
ロ

ー
レ
に
て
開
催
し
、
本
年
度
の
市
内

企
業
の
優
良
従
業
員
表
彰
式
と
記
念

講
演
を
行
っ
た
。

　

大
会
冒
頭
、
東
野
会
頭
は
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
様
へ
感
謝
の

意
や
表
彰
を
受
け
る
優
良
従
業
員
ら

へ
祝
福
の
言
葉
、
加
賀
商
工
会
議
所

会
員
の
事
業
主
の
皆
様
の
御
礼
を
述

べ
た
。ま
た
、「
能
登
半
島
地
震
・

能
登
豪
雨
か
ら
１
年
余
り
が
経

過
し
、
和
倉
温
泉
の
再
建
計
画

が
発
表
さ
れ
る
な
ど
の
報
せ
が

届
い
て
お
り
、
な
ん
と
か
一
日

で
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い

る
。
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開

業
も
１
年
半
が
経
過
し
、
我
々

の
生
活
に
新
幹
線
が
よ
う
や
く

溶
け
込
ん
で
き
た
よ
う
に
感
じ

る
。
敦
賀
以
西
へ
の
延
伸
に
向

け
て
、
で
き
る
限
り
早
く
開
業

で
き
る
よ
う
会
議
所
と
し
て
も

強
く
望
ん
で
い
き
た
い
。
女
性

初
の
高
市
総
理
擁
す
る
内
閣
が

発
足
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
会
議
へ

の
出
席
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

の
会
談
な
ど
積
極
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
我
々
の

事
業
に
直
結
す
る
物
価
高
騰
、
人
手

不
足
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
失
わ
れ

た
30
年
を
取
り
戻
す
た
め
に
高
付
加

価
値
化
に
舵
を
切
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後

も
様
々
な
環
境
変
化
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
商
工
会
議
所
と
し
て
会
員

事
業
所
の
皆
様
と
と
も
に
歩
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
優
良
従
業
員
表
彰
を
行

柯
隆
氏
に
よ
る
記
念
講
演

　
永
年
勤
続
の
54
名
を
表
彰

第
57
回 

優
良
従
業
員
表
彰
式
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相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

　

10
月
15
日
㈬
に
常
議
員
会
が
ク
ロ

ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に
て
開
催
さ
れ
、

正
副
会
頭
、
常
議
員
等
計
23
名
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、
東
野
会
頭
の
挨
拶
の
の
ち
、

議
事
に
う
つ
っ
た
。

　

ま
ず
、
10
月
28
日
㈫
に
開
催
予
定

で
あ
る
臨
時
議
員
総
会
の
日
程
を
報

告
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
、
臨
時
議
員
総
会
提
出

案
件
で
あ
る
常
議
員
並
び
に
監
事
の

選
任
に
つ
い
て
東
野
議
長
が
審
議
を

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
拍
手
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
、
原
案
通
り
臨
時
議
員
総
会

に
上
程
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

相
談
役
及
び
顧
問
、
参
与
の
委
嘱
、

評
議
員
の
推
薦
、
委
嘱
に
つ
い
て
も

審
議
が
行
わ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。

　

最
後
に
事
務
局
よ
り
、
会
員
の
入

会
状
況
や
10
月
28
日
㈫
に
開
催
予
定

の
会
員
大
会
・
優
良
従
業
員
表
彰
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

　

当
所
は
10
月
23
日
㈭
に
市
内
業
界

団
体
会
議
を
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀

に
て
開
催
し
た
。

　

団
体
の
代
表
、
事
務
責
任
者
と
加

賀
市
の
観
光
・
商
工
担
当
者
ら
14
名

が
出
席
し
、
業
界
の
現
状
や
事
業
、

行
政
へ
の
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

加
賀
市
商
工
振
興
会
連
合
会

　

物
価
高
騰
に
よ
り
、
消
費
者
の
物

を
買
う
意
識
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

万
博
中
は
観
光
客
が
少
な
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
た
。

　

街
並
み
の
整
備
と
賑
わ
い
を
創
出

す
る
仕
掛
け
を
要
望
。

（
一
社
）
山
代
温
泉
観
光
協
会
・

同
旅
館
協
同
組
合

　

万
博
の
影
響
で
浴
客
数
が
大
き
く

減
少
し
て
い
る
が
、
売
上
ベ
ー
ス
で

は
若
干
の
マ
イ
ナ
ス
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
強
化
、
二

次
交
通
の
整
備
、
応
援
割
の
導
入
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
、
観
光
Ｄ
Ｘ

の
施
策
、
観
光
人
材
の
教
育
の
促
進

を
要
望
。

（
一
社
）
片
山
津
温
泉
観
光
協

会
・
同
旅
館
協
同
組
合

　

浴
客
数
は
１
割
ほ
ど
減
少
し
て
い

る
。
車
で
の
来
客
が
多
く
、
冬
季
の

交
通
状
況
が
課
題
。

　

被
災
で
休
業
中
の「
雪
の
科
学
館
」

の
早
期
復
旧
、
旅
館
「
せ
き
や
」
跡

地
の
活
用
を
要
望
。

加
賀
九
谷
陶
磁
器
協
同
組
合

　

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
る
担

い
手
減
少
が
大
き
な
課
題
。
九
谷
焼

窯
跡
展
示
館
の
入
館
者
数
減
少
。

　

百
貨
店
展
示
販
売
会
事
業
へ
の
人

的
・
資
金
的
協
力
、
九
谷
窯
跡
展
示

館
へ
の
案
内
看
板
設
置
を
要
望
。

山
中
商
工
会

　

最
低
賃
金
増
額
に
よ
る
小
規
模
事

業
者
の
人
材
確
保
難
。

　

加
賀
市
新
規
出
店
支
援
事
業
の
拡

充
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
招
待
招
聘

に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
の
推
進

を
要
望
。

加
賀
市
織
物
協
同
組
合

　

組
合
員
の
減
少
と
後
継
者
不
足
や

今
後
の
組
合
組
織
整
備
が
課
題
。

（
一
社
）
加
賀
労
働
基
準
協
会

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
労
働
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
等
行
事
の
開
催
数
低
下
、
昨

年
対
比
で
の
労
働
災
害
増
加
が
課
題
。

　

健
康
診
断
受
診
後
の
保
健
指
導
の

必
要
性
や
、
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ

ー
の
利
用
周
知
を
行
う
。
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
も
普
及
啓
発

を
推
進
す
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

続
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

山
代
温
泉
で
の
観
光
ク
ー
ポ
ン
の
発

行
に
つ
い
て
や
関
西
・
中
京
圏
か
ら

の
来
客
減
少
、
人
材
確
保
・
後
継
者

問
題
に
つ
い
て
、
活
発
に
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

次
に
、
加
賀
市
の
経
済
・
観
光
振

興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
加
賀
市
産

業
振
興
部
観
光
商
工
課
の
園
田
課
長

よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
当
所

か
ら
景
況
調
査
結
果
、
補
助
金
・
支

援
金
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

閉
会
と
な
っ
た
。

　

当
所
は
、
当
日
欠
席
の
団
体
分
も

含
め
た
各
意
見
要
望
等
を
も
と
に
当

所
の
要
望
書
と
し
て
ま
と
め
、
12
月

に
加
賀
市
長
に
対
し
て
提
出
す
る
予

定
だ
。

出
席
し
た
各
団
体

の
概
況
・
要
望

市
内
業
界
団
体
会
議
を
開
催

常 議 員 会 を開 催
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10
月
21
日
㈫
、
当
所
の
都
市
政
策

委
員
会
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
観

光
業
部
会
が
合
同
視
察
研
修
の
た
め

長
野
県
須
坂
市
へ
足
を
運
び
、
吉
田

副
会
頭
を
は
じ
め
11
名
（
事
務
局
含

む
）
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
昨
年
同
委
員
会

が
開
催
し
た
「
加
賀
温
泉
駅
南
地
区

開
発
構
想
勉
強
会
」
を
踏
ま
え
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
一
足
先
に
今
年

10
月
３
日
㈮
に
大
型
商
業
施
設
「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
立
役
者
で
あ
る
須
坂
商
工
会
議

所
と
㈱
長
工
の
担
当
者
ら
か
ら
直
接

当
時
の
状
況
等
を
聞
き
取
り
、
現
場

視
察
を
す
る
こ
と
で
、
加
賀
市
の
今

後
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

昼
過
ぎ
に
須
坂
商
工
会
議
所
を
訪

れ
た
一
行
は
、
春
原 

博
専
務
理
事

　

当
所
商
業
部
会
と
サ
ー
ビ
ス
業
部

会
が
合
同
で
主
催
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
10
月

17
日
㈮
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に

て
開
催
さ
れ
、
市
内
事
業
者
14
名
が

参
加
し
た
。

　

両
部
会
で
は
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀

延
伸
に
よ
る
首
都
圏
・
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
需
要
の
取
り
こ
ぼ
し
を
防
ぐ

た
め
、
改
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
学
び
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

㈱
北
國
銀
行
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
グ
ル

ー
プ
チ
ー
フ
の
武
田 
淳
一
郎
氏
を

講
師
に
招
い
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

冒
頭
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

基
本
と
世
界
の
動
向
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
韓
国
で
は
電

子
決
済
比
率
が
99
％
と
高
水
準
で
あ

り
、
年
商
240
万
円
以
上
の
事
業
者
に

は
導
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
電
子
決
済
比

か
ら
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
過
と
し
て
、

約
10
年
前
に
㈱
長
工
か
ら
開
発
提
案

を
受
け
て
か
ら
地
域
と
の
連
携
や
道

路
整
備
に
至
る
ま
で
の
説
明
を
う
け
、

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
対
峙
よ

り
共
創
の
重
要
性
に
つ
い
て
ご
助
言

い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
㈱
長
工
の
案
内
に
よ
り

イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
へ
向
か
い
、
須

坂
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
出
展
ブ
ー

ス
や
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
そ
し
て
新

た
な
開
業
を
目
指
す
事
業
所
の
支
援

や
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
現
場
を
見
学
し
な
が
ら
説
明
を
受

け
た
。

　

参
加
し
た
委
員
ら
は
、
今
回
の
事

例
を
参
考
に
加
賀
市
の
構
想
に
向
け

て
課
題
を
新
た
に
し
て
い
た
。

率
が
39
％
と
世
界
的
に
も
低
水
準
で

あ
る
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
、

万
博
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
み
で
運
用
さ
れ
る
な
ど
、
国
を
あ

げ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
で
、
石
川
県
は
全
国
平
均
よ

り
も
高
水
準
で
普
及
し
て
お
り
、
特

に
国
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
割

合
は
42
％
と
前
年
比
か
ら
５
％
近
く

上
昇
し
て
い
る
。
な
お
、
加
賀
市
で

も
行
政
手
続
き
や
医
療
費
の
支
払
い
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
利
用
な
ど
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
て
お
り
、
市

民
の
生
活
に
よ
り
密
着
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

講
師
の
武
田
氏
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
導
入
で
広
が
る
メ
リ
ッ
ト
は
多

く
、
業
務
効
率
化
や
顧
客
デ
ー
タ
活

用
、
売
上
ア
ッ
プ
が
狙
え
る
と
説
明

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
手
段
で

あ
り
、
地
域
の
未
来
を
つ
く
る
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
㈱
北
國
銀
行
が
運
用
し
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
ト
チ
ツ

ー
カ
」
に
つ
い
て
、
決
済
手
数
料
が

低
く
、
地
域
内
で
循
環
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
述
べ
た
。
今
後
は
、

自
治
体
ご
と
に
使
え
る
地
域
通
貨
を

発
行
し
、
地
域
内
循
環
を
図
る
こ
と

で
、
中
小
事
業
者
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
参
加
者
か

ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
盛
況
の
う

ち
に
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

都
市
政
策
委
員
会
、商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
観
光
業
部
会 

合
同
視
察
研
修

須
坂
商
工
会
議
所
、 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂 

へ

須坂商工会議所にて

イオンモール須坂を視察する一行

キャッシュレス決済セミナーを開催
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10
月
３
日
㈮
か
ら
10
日
４
日
㈯
に

か
け
て
第
45
回
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
白
山
大
会
が
白
山
市
で
開
催
さ

れ
、
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
、
２
日
間

で
会
長
の
菅
本 

大
輔
氏
を
含
む
31

名
が
参
加
し
た
。

　

初
日
の
３
日
は
、
北
陸
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
役
員
会
並
び
に
臨
時
総
会
が
行

わ
れ
、
令
和
7
年
度
収
支
補
正
予
算

を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。
つ
づ
い

て
、
令
和
８
年
度
会
長
予
定
者
で
あ

る
山
や
ま
ざ
き崎 

亮た
す
く氏
（
須
坂
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
よ
り
、

来
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
会
長
所
信
・

事
業
計
画
の
説
明
が
あ
り
、
こ
ち
ら

も
同
じ
く
承
認
さ
れ
た
。

　

４
日
に
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
で

は
、
令
和
7
年
度
会
長
で
あ
る
徳
田

祐
介
氏
（
白
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
、
無
事

に
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
、
大
会

へ
の
登
録
と
参
加
へ
の
感
謝
を
述
べ

た
。

　

そ
の
後
の
大
懇
親
会
で
は
、
11
月

28
日
㈮
よ
り
開
催
さ
れ
る
「
第
43
回

全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
愛
知
岡
崎

会
議
」
と
来
年
２
月
24
日
㈫
よ
り
開

催
さ
れ
る
「
第
45
回
全
国
大
会
つ
る

舞
う
形
の
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
い
せ
さ
き
大

会
」
の
Ｐ
Ｒ
が
あ
っ
た
。
な
お
リ
ー

ダ
ー
ズ
研
修
会
は
、
今
年
度
か
ら
会

長
の
み
な
ら
ず
、
青
年
部
全
メ
ン
バ

ー
が
対
象
の
大
型
研
修
会
と
し
て
形

式
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
る
。

　

ま
た
、
夜
に
は
県
連
ナ
イ
ト
が
開

催
さ
れ
、
川
元
県
連
会
長
を
は
じ
め

総
勢
58
名
が
一
同
に
会
し
大
懇
親
会

の
後
片
付
け
や
、
白
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
が
尽
力
し
た
本
大
会
の
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。
会
で
は
、
の
ど
自
慢
大

会
や
ご
当
地
の
景
品
が
受
け
取
れ
る

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

10
月
10
日
㈮
に
第
57
回
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
東
京
全
国
大

会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て

開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
約
１
４
０

０
名
の
女
性
会
会
員
が
集
い
、
当
女

性
会
か
ら
は
４
名
（
事
務
局
含
む
）

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
今
年
６
月
に
ご
逝
去
さ
れ

た
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

畠
山 

笑
美
子
会
長
の
報
告
・
追
悼

が
行
わ
れ
た
。
故
人
と
親
交
が
あ
っ

た
ソ
リ
ス
ト
の
秋
山 

雅
史
氏
が「
千

の
風
に
な
っ
て
」
と
「
翼
を
く
だ
さ

い
」
を
歌
唱
し
、
参
加
者
全
員
で
畠

山
会
長
を
偲
ん
だ
。

　

つ
づ
く
全
国
大
会
で
は
、
日
本
商

工
会
議
所
小
林 

健
会
頭
、
小
池 

百

合
子
都
知
事
の
挨
拶
の
後
、
女
性
起

業
家
大
賞
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
次
年
度
全
国
大
会
の
開

催
予
定
地
で
あ
る
横
浜
女
性
会
へ
の

会
旗
の
引
渡
し
と
参
加
の
呼
び
か
け

が
あ
り
、
閉
幕
し
た
。

　

10
月
28
日
㈫
～
29
日
㈬
に
加
賀
市

内
に
て
、
県
内
女
性
会
連
合
会
女
性

会
交
流
視
察
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内

女
性
会
会
員
76
名
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
山
代
温
泉
の
瑠
璃
光
に

て
交
流
会
を
行
い
、
２
日
目
は
㈱
丸

八
製
茶
場
で
視
察
。そ
の
後
、㈱
九
谷

満
月
で
九
谷
焼
の
歴
史
を
学
び
、
お

店
イ
チ
オ
シ
の
釜
め
し
を
堪
能
し
た
。

　

㈱
丸
八
製
茶
場
で
は
、
代
表
取
締

役
の
丸
谷 

誠
慶
氏
よ
り
説
明
を
受

け
な
が
ら
工
場
を
見
学
し
た
後
、
新

商
品
「
献
上
加
賀
棒
茶
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
」
を
開
発
担
当
者
か
ら
完
成
に

至
る
ま
で
の
経
緯
や
こ
だ
わ
り
を
聞

き
な
が
ら
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
交
流
視
察
会
は
、
能
登
半

島
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
開

催
し
た
も
の
。
当
日
は
参
加
者
ら
か

ら
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
溢
れ
て
い

た
。

加賀市かがやきショッピングサイト
～もっと知りたい編～ VOL.1

ふっくら炊いた大納言小豆を寒天
で閉じ込めて完成させた逸品。加
賀市の味、文化を思わせる5彩の
色が見た目もかわいい商品となっ
ています。

化学調味料・保存料不使用のため、
安心して普段の料理にも使うこと
が出来ます。やさいだしパックは旨
味と甘みを兼ね備えた万能だしに
なっています。

創業昭和26 年。
まるで宝石のような「加賀紫雲石 五彩」

自然が育んだ旨みを最大限に活かした天然素材
100%・完全無添加のこだわり「やさいだし」

ここが
ポイント！

ここが
ポイント！

御
菓
子
処 

音
羽
堂

た
か
ま
つ
食
品
㈱

御
菓
子
処 

音
羽
堂

た
か
ま
つ
食
品
㈱

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会 
東
京
全
国
大
会
に
参
加

北陸信越ブロック大会白山大会に参加YEG

県 連 女 性 会 交 流 視 察 会 で
県 内 女 性 会 と の 交 流 を 深 める

小松女性会メンバーと当会メンバーたち
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会場 APAホテル加賀大聖寺駅前
加賀市熊坂町イ226番地4 お問合せ 加賀市倫理法人会事務局 上原

TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

12/9
（火）
6:00ａ

ｍ

Diamond Smile 代表
野々市市倫理法人会 幹事 坂口　美雪 氏

『人は鏡』『明朗愛和』で自分を照らしてみんなも照らす！

さかぐち みゆき第817回

ａ
ｍ

12/2
（火）
6:00

一般財団法人サーキュラーコットンファクトリー
　　　　　　　　　　　 代表理事
杉並区西倫理法人会 相談役 渡邊智惠子 氏

衣類を「ごみ」から「資源」に

わたなべ ちえこ第816回

11/25
（火）
6:00ａ

ｍ

㈱奥能登元気プロジェクト 代表取締役
奥能登倫理法人会 会員 奥田　和也 氏

事業を通じて地域を活性化し能登を元気にする

おくだ かずや第815回

11/18
（火）
6:00ａ

ｍ

合同会社KIJITORAJAPAN 代表社員
一般社団法人倫理研究所 法人局
　　　　　　　　法人アドバイザー 大塚　祥吉 氏

実践の妙味 ～倫理はすごいね！優しいね！～

おおつか しょうきち第814回

　

当
所
機
電
工
業
部
会
は
、（
一
社
）

加
賀
機
電
振
興
協
会
と
合
同
で
10
月

６
日
㈪
に
富
山
県
に
あ
る
北
陸
電
力

㈱ 

新
港
火
力
発
電
所
と
㈱
不
二
越 

富
山
営
業
所
を
訪
問
し
た
。（
一
社
）

加
賀
機
電
振
興
協
会
の
会
長
で
も
あ

る
佐
藤
部
会
長
（
㈱
江
沼
チ
ヱ
ン
製

作
所
）
を
は
じ
め
23
名
が
視
察
研
修

に
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
北
陸
電
力
㈱ 

新
港

火
力
発
電
所
を
訪
問
し
た
。
新
港
火

力
発
電
所
は
、
同
社
で
一
番
大
き
い

火
力
発
電
所
で
あ
る
。
石
炭
発
電
を

2
機
、
石
油
発
電
を
２
機
、
液
化
天

然
ガ
ス
で
あ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
を
１
機

保
有
し
て
お
り
、
こ
の
３
種
類
の
燃

料
を
敷
地
内
で
貯
蔵
し
、
使
用
し
て

い
る
発
電
所
は
国
内
で
は
珍
し
く
、

特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

会
社
説
明
で
は
、
担
当
者
よ
り
環

境
負
荷
が
低
い
燃
料
で
あ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
２
号
機
建
設
に
向
け
て
現
在
計
画

中
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
見
学
し
な
が
ら
実
際
に
稼
働
し

て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
機
の
隣
で
構
造

説
明
も
受
け
、参
加
者
ら
は
、真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
見
学
の
最
後
に

は
、火
力
発
電
所
内
が一望
で
き
る
屋

上
に
の
ぼ
り
、
燃
料
到
着
か
ら
発
電

ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
た
。
そ
の
後

の
質
疑
応
答
で
は
「
能
登
か
ら
近
い

位
置
に
あ
る
が
、
能
登
半
島
地
震
の

影
響
は
な
か
っ
た
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
参
加
者
ら
か
ら
挙
が
っ
て
い
た
。

　

次
に
訪
れ
た
㈱
不
二
越 

富
山
営

業
所
で
は
、
同
社
の
製
品
が
展
示
し

て
あ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
働
く
ロ
ボ

ッ
ト
が
見
ら
れ
る
展
示
場
な
ど
を
見

学
し
た
。
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
同

社
の
製
品
売
上
の
ト
ッ
プ
で
も
あ
る

軸
受
（
ベ
ア
リ
ン
グ
）
を
は
じ
め
と

し
た
、
主
力
商
品
が
並
ん
で
い
た
。

中
に
は
、
軸
受
の
構
造
の
違
い
に
よ

り
消
費
電
力
が
異
な
る
こ
と
が
目
で

見
て
分
か
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
り
、
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
展
示
場
で
は
、
実
際
に

働
く
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
複
数
台
展
示

さ
れ
、
の
り
づ
け
の
技
術
や
商
品
を

認
識
し
、
指
示
さ
れ
た
位
置
に
置
く

技
術
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
人
間
が

行
う
よ
り
も
正
確
に
業
務
が
遂
行
さ

れ
る
様
子
を
、
参
加
者
ら
は
興
味
深

く
見
て
い
た
。
最
後
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

製
作
工
場
を
見
学
し
、
顧
客
に
よ
っ

て
オ
プ
シ
ョ
ン
が
異
な
る
た
め
、
出

荷
前
に
発
注
さ
れ
た
内
容
と
一
致
し

て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
様
子
な
ど

を
見
て
回
っ
た
。

　

10
月
31
日
㈮
、
第
105
回
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
が
加
賀
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
松
・
竹
コ
ー
ス
）
に
て
開
催

さ
れ
、
小
中
出
副
会
頭
、
吉
田
副
会

頭
を
は
じ
め
、
当
所
役
員
議
員
・
会

員
を
含
む
23
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
小
雨
の
降
る

肌
寒
い
天
候
で
あ
っ
た
が
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
栄
え
あ
る
優
勝
者
は
、
山

畑 

秀
徳
氏
（
㈱
や
ま
は
た
）
と
な
っ

た
。

　

競
技
終
了
後
は
、
表
彰
式
・
パ
ー

テ
ィ
を
開
催
。
順
位
・
各
賞
が
発
表

さ
れ
、
参
加
者
に
は
景
品
が
贈
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
本
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
会

費
の
一
部
で
あ
る
２
３
，
０
０
０
円

を
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
以
下
の
通
り
。

山
畑  

秀
徳
氏
（
㈱
や
ま
は
た
）
が
優
勝

優　
勝　
山
畑 

秀
徳
氏

�

（
㈱
や
ま
は
た
）

準
優
勝　
長
谷
川 

琢
磨
氏

�

（
㈱
に
ち
に
ち
好
日
）

３　
位　
中
村 

政
一
氏

�

（
加
賀
市
織
物
㈿
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　

定
者 

豊
氏
（
ス
コ
ア
81
）

Ｄ
Ｃ
賞　
新
村 

努
氏
、
畦
地 

大
介

　

氏
、
山
畑 

秀
徳
氏
、
小
中
出 

佳

　

津
良
氏

Ｎ
Ｐ
賞　
松
本 

拓
也
氏
、
新
木 

洋

　

満
氏
、
寺
井 

金
七
氏
、
角
出 

伸

　

一
氏

な
ん
で
も
Ｎ
Ｐ
賞　
畦
地 

大
介
氏
、

　

小
池 

恵
氏
、
蔵 

祐
昭
氏
、
松
本 

　

拓
也
氏

機電工業部会・（一社）加賀機電振興協会 合同視察　富山県の企業２社を訪問

第１０５回 会員親睦ゴルフ大会
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補助対象カタログ掲載の省力化設備（清掃ロ
ボ、発売機、スチコン、MC、ラベラー等）を
導入し生産性向上・賃上げする事業者を補助

1,500万円経産省13 受付中中小企業省力化投資補助金
（カタログ注文型）

なりわい再建支援補助金

IT導入補助金

小規模事業者事業継続支援
補助金

中小企業者持続化補助金
(災害支援枠)

(石川県)電気・ガス価格高騰
緊急対策支援金

石川県賃上げ環境整備助成金

石川県被災小規模事業者
賃上げ支援金

事業承継円滑化補助金

小規模事業者持続化補助金
<一般型災害支援枠>

企業復興応援でんき

中小企業新事業進出補助金

従業員スキルアップ助成金

能登半島地震で被災した施設・設備の復旧
費用を補助

業務効率化やDX推進、セキュリティ対策のた
めのITツール導入費用を補助。「インボイス対
応類型」ではハードウェア費用も支援対象

販路開拓等の取組み費用を補助（「 賃金引
上げ特例」「 創業型」 等補助上限の増額制
度あり）

上記「小規模事業者持続化補助金<災害支
援枠>」で直接被害の復旧費用を計上した
事業者に上乗せ補助

上記「小規模事業者持続化補助金<災害支
援枠>」の中小企業版(従業員数が製造等で
20人超、商業・サービス業等で5人超)

高圧電力（一定要件あり）、特別高圧電力、
工業用LPガスの料金（R7年7月～ 9月分）
の一部を支援

賃上げに向けて中小企業が行うITシステム
導入や従業員のスキルアップ研修などの取
組に対して助成

被災した小規模事業者に対し、従業員の賃
上げに伴う支援金を支給

事業承継にかかる仲介料、調査、契約書作
成、登記委託費用等の専門家経費を補助

能登半島地震の被災事業者の事業再建の取
組に要する経費を補助
※加賀エリアは8次で終了

震災関連補助金（「なりわい補助金」、「持
続化補助金（災害支援枠直接被害）」等）の
交付決定を受けた事業者の電気料金を割引

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
とは異なる新市場・高付加価値事業への進
出にかかる設備投資等を支援

小松産業技術専門校や中小企業大学校金沢
キャンパスなどの研修受講料を助成

15億円

450万円

50万円
(200万円)

石川県1 受付中

経産省12 1～7次締切分
3/31～12/2

経産省9 受付
10/3～11/28

100万円

200万円

20万円

100万円

一人 5万円

50万円

200万円

10%割引
(1年間)

9,000万円

一人 5万円

石川県

石川県

石川県

石川県

石川県

3

5

6

7

8

受付中

7次公募
9/19～11/25

受付
10/1～11/28

受付
10/17～1/16

受付
10/17～2/28

石川県11 受付
5/12～1/31

経産省2

北　陸
電　力4

10

9次公募
1/23～3/31

受付
4/1～3/31

経産省15

加賀商工
会議所

第2回受付
11/10～12/19

受付中

小規模事業者持続化補助金
<一般型通常枠>(第18回)
<創業型>(第2回)

スケジュール№

中小企業省力化投資補助金
（一般型）

オーダーメイドの省力化設備を導入し生産
性向上・賃上げする事業者を補助 1億円14 経産省 第4回受付

9/19～11/27

※この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

補助金等 支援制度のご案内〔加賀商工会議所 中小企業相談所〕

業務改善助成金

業務改善奨励金

九谷焼・山中漆器「器」購入支援
（助成金）

事業場内最低賃金を30円以上引き上げる事
業所が行う生産性向上に資する設備投資等
費用の一部を助成

厚労省の業務改善助成金の上乗せ支援

南加賀で新規に生産される九谷焼・山中漆器
の器（食器・贈答用）等の購入費用を助成

600万円

100万円

2万円

16

17

厚労省

石川県

南加賀
商工観
光推進
協議会

18

第3期受付未定

受付 ～3/10

先着順
（20件程度）

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分
※金額例は、条件によって異なることがあります。

2025年11月1日時点
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補助金ピックアップ特集

ご相談は… 加賀商工会議所 中小企業相談所  TEL 0761-73-0001 まで

賃金引き上げに伴う支援のご紹介
石川県の最低賃金は、令和7年10月8日から70円引き上げられ
1,054円になりました。物価高騰で厳しい経営状況にある中小企
業の賃上げを支援する制度が国や県から出てきているので、今回
は中でも４つをご紹介します。

①石川県賃上げ環境整備助成金
今後の賃上げに向けて中小企業が行うITシステム導入や、従業員のスキルアップ研修な
どの取組に対し、その経費の一部を助成。

②業務改善助成金
事業場内最低賃金を引き上げ、設備投資等を行った中小企業に、その費用の一部を助成。
中小企業で働く労働者の賃金引き上げのための生産性向上の取組が支援対象。

③キャリアアップ助成金（賃金規定等改定コース）
非正規雇用労働者の基本給の賃金規定等を3％以上増額改定し、その規定を適用させた
場合に助成。パートタイム労働者など非正規雇用労働者の賃金引き上げが対象。

④働き方改革推進支援助成金
労働時間の削減や年次有給休暇の取得促進等に取り組む中小企業事業主に、外部専門家
のコンサルティング、労働能率の増進に資する設備・機器の
導入等を実施し、成果を上げた場合に助成。

※厚生労働省では②～④以外の支援制度もありますので、
　詳しくは右のQRコードから詳細をご確認下さい。

▲

受 付 期 間　令和7年10月17日（金）～令和8年1月16日（金）▲

対　象　者　県内事業所を有する中小企業（小規模事業者含む）で、従業員の賃金について、下記に定
　　　　　　　める賃上げを実施していること。※一人でも可

▲

対 象 事 業　令和7年4月1日（火）～令和8年2月9日（月）までに行った
　　　　　　　生産性向上、収益力強化のための新たな取組。
　　　　　　　※既に実施済みの取組でも申請可▲

助　成　率　中小企業3/４、小規模事業者4/5▲

助成上限額　100万円▲

問 合 せ 先　石川県賃上げ緊急支援事業運営事務局　TEL 0120-678-670

賃金引き上げに伴う支援のご紹介

①賃上げ前の時給は、984円～ 1,034円の範囲内であること
②令和7年4月1日～令和7年12月31日の期間で、時給70円以上の賃上げを行っ
　ていること
③週所定労働時間は20時間以上であること
④賃上げ後の賃金水準を1年以上継続する見込みであること

従業員の賃上げ要件
（すべて満たすこと）

石　川　県

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら



最近の景況・業況の動向についてのアンケート調査 集計結果
全体調査 第10回

⑴ 景況感

⑵ 景況感の判断理由

⑵ 従業員の賃上げ原資を確保するために取り組んでいることについて（複数回答可）

・前期と比べた今期の状況（7～9月） ・今期と比べた来期の見通し（10～12月）

・調査時期／令和7年9月10日（水）～令和7年10月16日（木）
・調査対象／当所会員1,640名（9月1日現在）
・調査方法／会報掲載、FAX・フォーム、対面での回答
・回 答 数／209件
・回答業種／製造業31％、建設業19％、小売業16％、 卸売業7％、 サービス業15％、その他12%

調
査
概
要

好転
9%

不変
54%

好転
9%

不変
55%

悪化
36%

⑴ 令和７年４月以降における貴社
　 従業員の賃上げ状況について、
　 選択肢からお選びください。

結果の詳細は
右のQRコード
からも確認
できます。

今回の調査結果は以上となりました。ご協力ありがとうございました。

（製造業） 物価の上昇が止まらず、個人消費低迷が長期化、
先行きも不透明感が強い。

（製造業） 顧客（さらにその上の顧客）要因の工場再編による
受注ストップと電動化の影響。

（建設業） 災害関連の工事や大型案件が出てきた。

（小売業） 百貨店での売り上げの減少（顧客の減少）。顧客のオ
ンラインや他チャンネル、生活必需品にシフトしている。

（卸売業） 万博で人が流れてこない。震災の被災者用の食事
提供で昨年は好調だったが、今年はなくなったため。

（サービス業） 物価高騰による経費削減の為、契約商品減少解約。

（製造業） 販路拡大に向けた展示会、見本市への出展費用の
補助的支援の拡充。

（製造業） 減税・補助金等の中小企業に特化した支援の実施。
（製造業） 新幹線の効果が感じられません。山代温泉への来

客を増やすためにも、しらさぎやサンダーバードに
代わる交通網の充実を期待します。駅周辺の誘客
施設をなんとか整備してほしい。

（建設業） 最低賃金の改定は支払い側の中小零細企業へ大き

な負担を押し付けているように思います（６％以上
はきついと思います）。

（小売業） 温泉地にインバウンド観光客が増加する対策を考えて頂きたい。
（サービス業） 今後のハイペースでの賃上げに対応し得る補助金などの

紹介。自治体や国をあげての賃上げのバックアップ政策。
（その他） 新入社員研修を今後も続けてほしい。中途採用者

（40代～ 50代）のフォローアップセミナーの開催をし
てはどうか（パソコンスキルの向上を目的としたもの）。

悪化
37%

１． 景況・業況の動向

2．賃上げの状況について

3．今後期待する支援策、ご意見、ご要望

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 18 7 4 3 2 1 1
2 不変 111 30 31 17 4 20 9
3 悪化 77 27 3 13 9 10 15

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 19 10 2 2 2 3 0
2 不変 111 30 29 16 6 20 10
3 悪化 74 23 7 15 7 8 14

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 賃上げを実施済み 97 32 21 8 9 14 13
2 賃上げを行う予定 45 14 5 7 3 8 8
3 賃上げを見送る予定 15 4 3 5 1 1 1
4 現時点では未定 40 8 9 11 2 6 4
5 従業員は現在いない 3 1 0 2 0 0 0

※複数回答可 合計 製造 建設 小売 卸売 サービス　その他
1 既存の商品・サービスの値上げ、価格適正化 71 32 7 9 7 10 6
2 従業員の能力向上・スキルアップ 54 19 15 4 4 6 6
3 設備投資、IT 活用による業務効率化・生産性向上 44 21 8 3 1 10 1
4 人件費以外のコスト削減、経営合理化 58 18 11 8 3 9 9
5 売上増に向けた新たな販路の拡大 56 24 6 8 9 5 4
6 新たな事業・商品・サービス開発による利益率向上 23 8 0 5 3 4 3
7 従業員の削減、採用の抑制 16 5 1 3 2 2 3
8 特になし 27 5 8 5 0 5 4
9 その他 6 2 1 1 0 2 0

20%
15%

12%

16%

16%
6%

5%

8%

2%

12 � 加賀商工会議所会報 №643〔2025.11〕 ●



13 ● 加賀商工会議所会報 №643〔2025.11〕

アクサ生命保険株式会社　小松営業所　加賀分室　
〒���-���� 石川県加賀市小菅波町�丁目���番地 クロスガーデン加賀３F　TEL ����-��-����　 



14 � 加賀商工会議所会報 №643〔2025.11〕 ●

2025年10月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、３か月連続で足踏み続く
先行きは、イベント増加への期待から上向き基調

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲16.9（今月比＋2.0ポイント）
仕入価格の上昇や、最低賃金見直し等に伴う労務費の増加
は継続することが見込まれるほか、今夏の猛暑の影響によ
る生育不良で生鮮品の価格高騰や、円安の伸長が予想され
るなど、先行きのコスト増を不安視する声が聞かれている。

一方、高い水準での賃上げが下支えとなる中、今後の行楽
シーズンの本格化やイベントの増加に伴い、消費マインド
が緩やかに回復することへの期待もあり、先行きは上向き
基調が見込まれる。

全産業合計の業況DIは、▲18.9（前月比▲0.3ポイント）
好調な観光需要を背景に、サービス業では、旅館や観光施
設で客数が増加したほか、製造業では、食料品関係で引き
合いが増加し、改善した。一方、建設業では、資材価格の
高騰や民間工事の受注不振などから、悪化した。また、小
売業では、生活必需品の値上げに伴う節約志向の高まりか
ら、百貨店・総合スーパー等で売上が減少し、悪化した。

高水準での賃上げや暑さの緩和に伴う外出機会の増加によ
り、消費マインドに持ち直しの兆しがみられている。一方、
仕入価格に加え、一部地域で今月から最低賃金が引き上げ
られるなど労務費も高騰しており、業況は３か月連続でほ
ぼ横ばい（前月比±0.9ポイント以内の推移）となった。 2024年 2025年 先行き

見通し
10月 ５月 6月 ７月 ８月 ９月 10月 11～１月

全産業 ▲ 17.2 ▲ 18.0 ▲ 16.8 ▲ 18.9 ▲ 18.8 ▲ 18.6 ▲ 18.9 ▲ 16.9

建 設 ▲ 11.8 ▲ 13.8 ▲ 15.2 ▲ 12.3 ▲ 13.4 ▲ 10.2 ▲ 13.5 ▲ 9.4

製 造 ▲ 22.0 ▲ 22.3 ▲ 18.6 ▲ 20.0 ▲ 19.7 ▲ 23.9 ▲ 21.0 ▲ 18.2

卸 売 ▲ 26.1 ▲ 23.7 ▲ 23.5 ▲ 18.7 ▲ 26.6 ▲ 24.8 ▲ 24.2 ▲ 22.0

小 売 ▲ 24.1 ▲ 25.2 ▲ 22.4 ▲ 27.1 ▲ 27.0 ▲ 23.6 ▲ 29.3 ▲ 24.0

サービス ▲ 6.9 ▲ 8.5 ▲ 8.5 ▲ 15.8 ▲ 11.6 ▲ 12.3 ▲ 10.0 ▲ 12.7

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

資材価格の高騰や、住宅関連を中心とした民間工事の受注不振が継続する中、技術者の深刻な人手不足による機会損失
も発生し、悪化。大手やエリア外からの新規参入による競争激化を懸念する声も聞かれた。
•「資材価格の高騰が止まらない中、民間の新築工事は相変わらず動きが悪い。需要がないため価格転嫁もできず、利幅が縮小している」（建築工事業）
•「資材・部材の納入が遅れがちになっている中、技術者不足や異常気象による作業時間の短縮、残業規制や週休二日制などの働き方改革の影響も重なり、工期
が長期化している。工期の長期化により、固定費が増加しているほか、新規案件の受注に対応できなくなっている」（一般工事業）

観光需要が好調となる中、暑さの緩和により外出機会が増えたことなどから、旅館や観光施設で客数が増加し、改善。
もっとも、飲食店からは仕入価格や労務費の高騰による採算悪化の声が多く聞かれている。

生活必需品の値上げに伴う節約志向の高まりから、百貨店・総合スーパー等で売上が減少し、悪化。大手飲料メーカー
でのサイバー攻撃被害による影響があるという声も聞かれた。

好調な観光需要の引き合いを受けた食料品関係や、気温の低下に伴って秋冬物の衣料品に動きがみられた繊維製品関係
を中心に、改善。人手不足の対応として省人化投資を進めている事業者が散見された。

堅調な設備投資需要を受けた建築資材関連で引き合いが増加した一方、今夏の猛暑の影響による生育不良で生鮮品を取
り扱う事業者では、仕入に悪影響が出ていることが足かせとなり、ほぼ横ばい。
•「夏場の高温・干ばつの影響を受け、秋野菜の生育状況が悪く、品目によっては歴史的高値となっている。生鮮品の価格が大きく値上がりする中、消費者の購
買意欲減退も懸念され、価格転嫁が困難となっている」（農畜産水産物卸売業）

•「当社の仕入先はほぼ海外企業のため、最近の円安伸長の影響で採算が悪化した」（機械器具卸売業）

•「値上げした製品は売上が伸び悩みがちであるが、トレンドにマッチした製品はよく売れている。最近の人手不足に対応するため、製造自動化ラインを設置す
る新工場の投資計画に着手した」（パン・菓子製造業）

•「受注は好調である一方、人材・場所等の制約により生産量が抑制されているため、工場の生産性向上に向けた投資を強化する」（自動車・付属品製造業）

•「長引く食料品の値上げに伴って生活必需品に対する節約志向は強まっているが、最低賃金の上昇など所得増への期待もある中、趣味や娯楽など価値を認める
ものには支出を惜しまない傾向が強まっていると感じる」（百貨店）

•「大手飲料メーカーでのサイバー攻撃被害により、商品の仕入が思うようにできない」（酒小売業）

•「気温が下がり行楽シーズンとなったことから、客数が増加している。秋から冬にかけてイベントが続くこともあって、年末まで宿泊予約が堅調となってい
る」（旅館）

•「材料費や人件費の高騰が続いており、採算が悪化している。物価高による節約志向の高まりも懸念され、先行きを不安視している」（飲食店）

北陸信越
北陸信越は、ほぼ横ばい。卸売業では、暑さが和らぎ、小売店の来店客数が回復したことで飲食料品関係など
の引き合いが増加し、売上・採算が改善した。一方、建設業では、公共工事の受注が一服し、売上・採算が悪
化した。石川県珠洲市の事業者からは、能登半島地震の復旧工事が多く発注されているものの、業界全体の人
手不足により入札できない案件が増加しており、地域外からの人員の応援を求める声が聞かれた。

2025年10月調査結果
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金
融
認
定
情
報�

２
０
２
5
年
４
月
〜
２
０
２
５
年
10
⽉（
７
ヶ
⽉
分
合
計
）

2025年 11月
9日㈰ おもてなし講座

11日㈫ 金融懇談会、総務企画委員会
12日㈬ 歴史文化講座 ※最終

14日㈮ 正副会頭による県知事、加賀
市長への表敬訪問（再任挨拶）

15日㈯ 令和7年度経営発達支援事業
「新商品試食会」

16日㈰ 第171回日商簿記検定
18日㈫ 正副会頭会議
20日㈭ 加賀商工会議所・(一社)加賀

機電振興協会 合同視察研修
21日㈮ 建設業部会 視察研修（～22日）
25日㈫ 青年部 正副会長会議
26日㈬ 都市政策委員会・観光業部会

合同会議
27日㈭ 女性会役員会、ふるさと検定

問題作成会議
2025年 12月

2日㈫ 常議員会
3日㈬ 青年部 理事会
4日㈭ 観光業部会「おてつたびセミナー」、

ふるさと検定難易度調整会議
9日㈫ 加賀市要望

会議所の動き

制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事 業 転 換 支 援 融 資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.00% 1.60%～2.35% 1.60～2.15% 2.10%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度

9件 7件 3件 1件 0件 0件 0件 0件
認 定 金 額 6,520万円 5,500万円 5,170万円 550万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 1.90%～2.10% 1.50%～2.45%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

3件 7件 3件 0件 0件 0件 18件 15件
認 定 金 額 1,375万円 1,240万円 9,300万円 0万円 0万円 0万円 22,365万円 7,290万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

パン教室 nico（販売）
小　村　友　枝

小塩辻町ケ81-1
TEL 090-2832-1992

新 入 会 員 紹 介第
２
３
５
回
日
商
珠
算
能
力　

検
定
合
格
者 �

（
10
／
26
実
施
）

◎
２
級

　

松
村　

大
也 

　
こ
の
度
、
10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
任
期
満
了
と
な
り
、
現

在
の
役
職
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
専
務
理
事
と
し
て
９
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
無
事
に
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
ご
指
導
と
ご
厚
情
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
55
年
の
入
社
以
来
、
少
し
で
も
加

賀
市
の
経
済
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
中
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
役
員
・
議
員
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
各
界
各
層
の
幅

広
い
人
々
と
の
交
流
は
、
人
生
の
宝
と
し
て
大
事
に
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
加
賀
商
工
会
議
所
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

加
賀
商
工
会
議
所
　
専
務
理
事
　
西
出
　
正
光

退
任
の
ご
挨
拶



５名１チームで参加することで受験できる団体受験ですが、今年から、
受験されるチームの皆さんに取材をさせていただくことになりました。
今回は、「カフェ・みと愉快な仲間達」チームと「北國銀行」チーム
の２チームを紹介します！

Q1.事業所のことを教えてください！
　常連客の方々とのつながりを大切に日々営業してい
ます。今年の11月で12周年になることもあり、各種イベ
ントを開催しています。また、11月16日（日）には、地
元歌手「オリーブときのこ」のLIVEもする予定ですの
で、ぜひお越しください！

Q2.ふるさと検定団体受験に申込した理由は？
　お客様と地元の加賀について話すことも多いので、
加賀市を盛り上げる活動をされている皆様に声をかけ
て、知識を試してみようと思い、今回申し込みをしました。

Q3.ふるさと検定受験に対する意気込みは？
　歴史を伝えるものとして、検定当日まで勉強を頑張
ります！

Q1.事業所のこと
を教えてください！
　私たち北國銀行は、加賀市内ではクロスガーデン
加賀内の松が丘支店と大聖寺支店の2店舗があります。
皆様の暮らしを支える銀行として、地域密着型の店舗
運営を行っています。

Q2.ふるさと検定団体受験に申込した理由は？
　創立以来、地域の皆様にご愛顧いただいております。
加賀市の歴史と文化を学び、地域への愛着を深める機
会にしたいと思い、今回団体申し込みをしました。

Q3.ふるさと検定受験に対する意気込みは？
　加賀市の未来にお力添えできるよう、チーム一丸と
なって頑張ります！

ふるさと検定
　　団体受験チーム紹介

「カフェ・みと
　　　愉快な仲間達」チーム

「北國銀行」
　　　チーム
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12
月
14
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
第
13

回
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
に
向
け
た
無

料
の
勉
強
会
「
歴
史
文
化
講
座
」
が

ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に
て
10
月
15

日
㈬
か
ら
11
月
12
日
㈬
ま
で
の
毎
週

水
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
延
べ
約
70
名

が
受
講
し
た
。

　

本
講
座
は
、
毎
年
水
曜
と
日
曜
に

開
催
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
今
年
は
、

昨
年
ア
ッ
プ
し
たY

ouT
ube

動
画

に
よ
っ
て
参
加
人
数
が
減
る
と
想
定

し
、
水
曜
日
の
み
の
全
５
回
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

初
回
の
10
月
15
日
は
、
江
沼
地
方

史
研
究
会
会
長
の
見
附 

裕
史
氏
が

講
師
を
務
め
、「
自
然
・
動
植
物
、

民
俗
、
指
定
文
化
財
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
加
賀
市
の
指
定
文
化

財
と
し
て
今
年
登
録
さ
れ
た
大
聖
寺

城
跡
を
含
む
計
21
件
な
ど
が
紹
介
さ

れ
た
。

　

２
回
目
の
10
月
22
日
で
は
、
大
聖

寺
公
民
館
館
長
の
伊
林 

永
幸
氏
が

講
師
を
務
め
、「
古
代
・
中
世
」
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
奈
良
時
代
に

は
、
国
道
８
号
線
が
作
ら
れ
た
な
ど
、

各
時
代
の
重
要
箇
所
を
解
説
し
た
。

　

３
回
目
の
10
月
29
日
と
４
回
目
の

11
月
5
日
に
は
、
加
賀
市
文
化
財
保

護
審
議
会
会
長
で
あ
る
山
口 

隆
治

氏
に
よ
る
「
近
世
」
の
講
座
が
行
わ

れ
た
。
大
聖
寺
藩
が
で
き
て
か
ら
の

動
向
や
九
谷
焼
製
作
及
び
発
展
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

最
後
日
で
あ
る
11
月
12
日
は
、
見

附
氏
に
よ
る
「
近
現
代
」
の
講
座
と

な
り
、
終
了
す
る
予
定
。

　

先
生
方
は
、
モ
ニ
タ
ー
で
画
像
を

見
せ
た
り
、
配
布
資
料
等
を
使
用
し

た
り
す
る
な
ど
し
、
と
て
も
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

回
の
講
座
で
、
試
験
に
出
や
す
い
箇

所
な
ど
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
い
た

た
め
、
受
験
勉
強
に
活
用
で
き
る
講

座
と
な
っ
た
。

加
賀
商
工
会
議
所
会
報

印
刷
／
井
野
上
印
刷

U
RL：

http://w
w

w
.kagaw
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発
　
行
／
加
賀
商
工
会
議
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発
行
人
／
東
野
　
哲
郎

〒
922-8650 石

川
県

加
賀

市
小

菅
波

町
1丁

目
130番

地
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見附氏

伊林氏
山口氏

歴史文化講座を全5回開催!
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
の
受
験
対
策
と
し
て
延
べ
約
70
名
が
受
講


